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１．概要 

 材料のｒａｎｄｏｍ成分は、正確な極点処理とＯＤＦ解析から定量が可能になります。 

   今回は、ＢＣＣ金属のＰＡＮａのｘｒｄｍｌファイルからＯＤＦ解析を行い、ｒａｎｄｏｍ成分の定量を 

行う。 

   ｄｅｆｏｃｕｓファイルから補正曲線を作成し、ｍｅｔａｌデータの解析を行う。 

   手持ち極点ｘｒｄｍｌデータではバックグランドが登録されていないため、バックグランド極点データを 

   使って評価しています。 

   ｒａｎｄｏｍの定量では、粉末を用いた極点図からｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成し 

   ｍｅｔａｌ極点図を補正し、ＬａｂｏＴｅｘでＯＤＦ解析を行い、ＯＤＦファイルのＥｘｐｏｒｔ 

   ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦからｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ（％）を計算 

   ＬａｂｏＴｅｘにてＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを計算しｏｔｈｅｒの評価 

   手順を説明します。 

 

ｄｅｆｏｃｕｓデータ 

  

ｍｅｔａｌデータ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成する 

 入力データをＰＡＮａモードに切り替え、ダータの選択 

  

  選択したｘｒｄｍｌファイルが表示される 

  

 ｓｔａｒｔでｘｒｄｍｌ－＞ＡＳＣ変換が行われる 

  

  バックグランドと極点図を接続する。 

 

 

 

 

 

 

 



 極点図にバックグランドを組み込んだ ASCファイル名が表示されます。 

  

 OKで画面が消える 

  

ｘｘｒｄｍｌファイルからバックグランドを取り込んだ ASCファイルが表示される 

 



バックグランドの確認 

 

 黄色：バックグランド 

バックグランド除去 

 

 



補正曲線を呼び込む 

 

 

 

 

この補正曲線でｒａｎｄｏｍデータを補正すると 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．Ｍｅｔａｌのデータ処理 

ｒａｎｄｏｍと同様にｘｒｄｍｌ－＞ａｓｃを行う。 

 

ｘｒｄｍｌ－＞ａｓｃ変換データが表示される 

 

 

 黄色：バックグランドが登録されている。 

 



バックグランド除去とｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

Ｒｐ％の確認      再計算Ｒｐ％ 

 

ODF向けデータ作成 

  

 



４．ＰＦｔｏＯＤＦ３でＬａｂｏＴｅｘ向けデータ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘで読み込み 

  

上段：入力極点図 下段：再計算極点図   入力極点図から計算した ODF図 

 

 

極点図と ODF図をＥｘｐｏｒｔし評価を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図からＲｐ％計算 

  

６．ＯＤＦ図からｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌ計算       ｒａｎｄｏｍ＝１％の可能性が高い 

 



７．ＬａｂｏＴｅｘによるＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

入力極点図から計算した ODF     VolumeFractionから計算した ODF 

 

VolumeFractionの Rp％ 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果 

 

 

ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ＝ｒａｎｄｏｍ＋ｏｔｈｅｒと考えると 

    ＝ｒａｎｄｏｍ（１％）＋ｏｔｈｅｒ（０．１８％） 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ結果と一致している。 

 

  


